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かぼく市社会福祉協議会広報誌
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2019Nn38 みんなで築く地場福祉のまちづくり

帽の内聾圃 E
2 会賓のお礼と穏告

2 かほく市社会循祉路樹会平成30'"度決算額告

3 かほく市脳卒中リハビリ友の会会員募集

3 みん芯元気で輝いています， (各国俸の活勘を紹介)

4 高純生の取材報告'ポラツティ?グループ紹介「いちご会」

5 ご紹介ジユ二?ポランテイ?ザークル「中学生」

5 福祉敏商プログラム

6 知コ槽摘額「社箇問中央箇問介樋.難所ご紹介J

6 ご芳志ありガとうございま写(級官)



平成30年度かほく市社会福祉協議会

舘混在乞欝
平成30年度もたくさんのみなさまにご協力を脳り 附〈お礼巾し上げます.

また、町会長 区民さまをはじめ、会JUJmにあたりご協力いただきました聞係者のみなさまに、

心から附〈お礼巾し上げます.今年度も引き続き‘弘ども祉協の活動 会員会貨の鍾自に何とぞ

ご鍵阿いただき、終別のご凶力をいただきますよう よろし〈お願い巾し上げます.

平成3 }年度実繍

債総額 一般会費(市民会員〉 2 ， 363千円

2 ， 691 千円 特別会費(有志の方 87名} 88千円

用用途(単位千円)
賛助会費 (26の企議団体〉 240千円
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制量利纏磁研修会 組か

.車例紹介

ヤ 地媛E筆談会

かlま〈市社会福祉温憧金

約昌30fl')U'決算報1・8
ーか一一一一0-ー

〈単位千円} 貸付事業

1.153
会費ー「 1

共同募金一\
5.552¥

。 20.53i

15.876

を土'"だより発行 ボランティア活動
ホムベジ運営 各種隻成..座
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地域福祉錘進穆業 607

資金貸付事業 349
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心配ごと梱骸事業 190
成年後見支搬事業 58
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介績保倹等

司区業

35,882

書首詰長長1刷、t

i弘 :zi:liJ

宮
司
建
築
釘

入
車

2
』

法

f
介緩保険等

司区難

4'7.385
補助金

31.825

i1 4，4 5~~

C!CI毘翠盤面 21 ,952
E庭窪.'

市町四百官



一社協むCJ;l)

脳卒 II' にかかって不宜になっていませんかワ

私たちもはじめはそうでした。

でも、先端に学び、共に 1主み元気になりました。

1Z たちに、あなたの不安をなくすお fイ品、をさせて下玄 Yi!

脳卒中の後遺症には特効薬はありません。

';gるとしたらそれは門中間とのふれあい」がキーワ一同習で

お1m 盟国会・スポーツ大 2など参加盟レクリエーンヨンfY'l~に参加して、

いろいろな帖判交抽をしませんか。 活動日毎週 水曜日金曜日 午前 10 時凹分~

行川県尉ベド 'I' リハビリテーシヨン協会 i 悩Ii 恨のご案内もしております

かほく市脳卒中リハビリ友の会 事務局(かほく Iii 社会制祉協調白川

TEL285-8885 FAX285ｷ2049
かほく iii;車場ロ 52 需地 IO( カ刈まく I Ii ヒ保健iJtll. i ，t七月内)

お主 t院にお Im~ 、合わせください。。申込み・開会せ先。
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日時毎週木陥日 I0 時~ I2 時
場所 かほ〈市高松北会館 I rl¥(かほ〈市高松ム 6 S!陸地 2 )
問合せ先会長多々見邦次 8090-1639-0257
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ご紹介

日帥R誕

."成チェック

砂排託宣 食tJ'介助

砂更衣介助

砂服務介助

...M続入浴身体躯 W

'通院介助など

中央訪問介護事業所.祉協の

.............“............“"“ MM “"・・..........“..............................._......................・

重EE

肉、 1"1\-' り高庄司 P

主活田町

惨随脱チェック

砂ー般的な湖隈

・使}刊している店準 トイレの m悩

・洗泌

...nい物誌の受け取り
'ベットメイクなど

利用者織の心身の状僚を碕まえて

その有する能力に応じ自立した生活を

営むことが出来る織に支鍾し関係機関

との悌密な連機を図 υ 総合的なサービ

スの援供に鋳めている事業所です.

eb

[店:…ス対山…夕判川…イ仙川ル刷 t一
富F行窃閑周があるので不碍安な削〈出 zrできます。
った事や悩みも品のヘルパと 躍に相談できる醐です.

'"代"""代まで 大活健中です 王位 TL I

た〈さんの方から偏祉向上にとご市附をいただきました.みなさまからの市附金は 地域

福祉の向上を目的に社会福祉協誠会が推進する社会嗣祉事業に活問させていただきます.

(順不同) ※社会福催協議会への?f附金は所得民 住民健の鐙除対象に広ります.

.市内置名 2名 .かほ〈市まつり実行餐員会鎌

次の)jからプルタプの収mにご協力いただきました.

.かIまく市立宇ノ気中学校機

ほ方、 l笹名の市J.\:o:地'"さまかふ山4師み切J了、出1附みイノクカートリッジの収集にごb:&JJいただきました.

6定置

社会福祉注入かほ〈市住金綱祉箇自信会

http://www.kahoku-shakyo.or.jp/

〒929" 1173 かIi<市逮様ロ盟番地 10
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